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中条小学校の児童が地下横断歩道で防犯ベルの発報を体験

今年も萬代橋がブルーにライトアップされました

萬代橋の夜景

国際糖尿病連合（IDF）並びに世界保健機構（WHO）は11月14日を「世界糖尿
病デー」として指定しました。
日本糖尿病協会ではこの14日を含む1週間を「糖尿病週間」とし、この期間に

糖尿病に関する知識の普及啓発活動を行っています。

同団体では、その活動の一環として、萬代橋を「世界糖尿病デー」のシンボル
カラーであるブルーにライトアップします。

新潟国道事務所としてもこの趣旨に賛同し、ライトアップに協力することにしま
した。なお、この活動は今年で6回目です。

11月9日（土）から11月17日（日）までの期間、いつもと違う萬代橋の夜景を見
ることが出来ました。

青色に輝く橋側灯

関連ＵＲＬ：記者発表資料
http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/131113nakajyousyougaltukoubouhannkunnrenn.pdf

関連ＵＲＬ：記者発表資料
http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/131107banndaibashiwoterashimasu.pdf

11月17日に、国道７号胎内市の羽黒地下横断歩道において、防犯ベル発報
の体験を兼ねた防犯訓練を実施しました。

羽黒地下横断歩道は昭和55年に整備され完成後33年経過しているため、老
朽化対策や地下道内が暗いことによる防犯対策が問題となっていました。

これを受け、新潟国道事務所では、地下道内の塗装の塗り替えや非常ベルの
設置を行いました。

防犯訓練は中条小学校、PTA、羽黒自治会、野中自治会、胎内警察署、胎内
市、新潟国道事務所が参加し、羽黒地下横断歩道では初めての実施です。
訓練当日は天候も良く、小学生約30名、保護者及び地域住民の方々約45名

が参加しました。

防犯訓練に先立ち、中条小学校の児童が作成した安全看板を地下道内に設
置し、利用者に注意を呼びかけました。

防犯ベルの発報体験では、不審者役に扮した地域住民の方が現れると、参加
した小学生は、教えてもらったとおりに一人一人が防犯ベルを鳴らし、装置の使
用方法や助けの呼び方を実践していました。

訓練後には今後も継続して実施していきたいという提案をいただき、地域が一体となって子供達の安全を守るという意識の
高さが伺えました。

児童が作成した安全看板の設置

防犯ベル発報体験
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除雪請負業者代表の安全宣言

その後、除雪請負業者の代表者から、今冬の除雪作業に携わる決意について、

「道路路利用者の要望に応えられるよう万全の体制を確保し、１５名の児童の
皆様からいただいた応援メッセージを励みに、事故無く春を迎えられるよう万全を期し推進します。」と力強い表明がなされ、
出動式は無事終了しました。

出動式の後、除雪機械への試乗や除雪基地の見学など体験学習を通して「雪国新潟の除雪」について学んでいただきまし
た。

山口遺跡・山口野中遺跡で現地説明会を開催！！

にいこくは、今冬の除雪体制に入りました。～地元小学生が除雪出動式で除雪業者を激励～

除雪車の運転席に搭乗！ 道路の凍結を防止する薬剤（塩）に
触れてみました

関連ＵＲＬ：記者発表資料
http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/131028jyosetusyutudoushiki.pdf

10月26日（土）に阿賀野市山口周辺において、国道49号水原バイパス事業に

伴い調査中の「山口遺跡」「山口野中遺跡」について、新潟県埋蔵文化財調査事
業団と共同で現地説明会を開催しました。

現地説明会は、発掘された遺構や遺物の調査結果を、皆さんにお知らせする
ために行っているもので、今回は、今年度調査を行っている２遺跡で同時開催し
ました。

山口遺跡・山口野中遺跡は、平成19年～20年にかけて工事に先立ち試掘調

査をした結果、遺跡があることが確認されました。そのため、山口遺跡・山口野
中遺跡は平成20年以降新潟県に調査を委託して発掘調査を進めています。山
口遺跡では、平成22年度には新潟県では初めて「唐三彩」の玩具や壷が出土し
ています。

当日は雨の降る悪天候にもかかわらず、山口遺跡に55名、山口野中遺跡に
77名もの皆さんにご来場いただきました。

説明を聞いて当時の様子を想像・・・

唐三彩も特別展示！

１１月１日（金）に新潟西除雪ステーションにおいて、冬期間の除雪作業の安全
を祈願し、除雪出動式を行いました。

出動式には、新潟市立木山小学校４年生１５名にも参加して頂き、除雪作業に
携わる作業員の方々に、「皆様が朝早くから除雪作業をしていただいているおか
げで安心して学校へ行くことが出来ます。今年の冬もよろしくお願いします。」と
応援メッセージをいただいた後、作業の安全を祈願して、事務所長と小学生の
皆様からゴールドキーが手渡されました。

児童によるゴールドキー贈呈

関連ＵＲＬ：記者発表資料
http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/kisha/pdf/131023syuumatuhayamaguchiiseki.pdf


